
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  乗船中の船員が支給を受ける航海日当            

Ｑ：今般、平成４年から据え置かれていた

航海日当の額が引き上げられることとなりま

した。日当の改定後も所得税は非課税となり

ますか？                                         

  

Ａ：非課税所得となります。 

【解説】 

さきごろ、国税庁に同様の問い合わせがあ

りが次のような回答が出されています。 

所得税では、給与所得を有する者が勤務す

る場所を離れてその職務を遂行するため旅行

をした場合に、その旅行に必要な支出に充て

るため支給される金品で、その旅行について

通常必要であると認められるものについては、

所得税を課さない旨規定しています。 

ところで、船員は陸上労働者と異なり、船

舶に乗船中は、船員法、船舶安全法等の拘束

を受け、昼夜を通じて航海に従事するもので

あり、乗船中は自己の居住地を離れることが

強制されます。そんなことから、航海中に生

じる諸費用に充てることを目的として、乗船

期間１日につき、また、内航又は外航の別、

外航にあっては外国最遠目的地の所在区域、

及び職務の等級等に応じて、航海日当が支給

されています。 

航海日当は、①実費弁償的な性質を有する

ものであること、②国土交通省や防衛省に勤

務する船員等に対する航海日当の額と概ね同

水準となっていることから、これまで非課税

として取り扱われてきました。 

この取扱いは、改定後においても同様に取

り扱われます。 
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